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走査型イオン伝導顕微鏡（SICM）は，微小ガラス電極を試料表面に近接させ，計測しているイ

オン電流変化から試料表面形状などをナノ分解能で可視化する[1]。探針と試料表面が接触するこ

となく試料表面の計測が行えるため，試料への探針の接触や吸着などに非常に弱い生きた神経細

胞などに対して，計測によるダメージを低減して試料のナノ形状変化を長時間記録するといった

用途に役立ってきた[2]。更に近年では，計測しているイオン電流変化に，試料表面のナノ形状の

みならず，試料表面の局所的な電荷密度分布や機械特性の情報が反映されていることが明らかに

なり，SICM は，ナノ解像度で試料表面物性をマッピングし得る走査プローブ顕微鏡として発展

しつつある[3]。 

本講演では、このような SICM の物性マッピング技術を利用して、生体膜のような構成成分や

形状が常に揺らぐような非平衡な系を計測した我々の取り組みを示す[4]。図１は培養した HeLa 細

胞の表層の微絨毛のナノ形状および局所弾性情報のタイムラプスマッピングである。生細胞表層

のナノ構造の形状変化とともに局所機械特性の変化が計測されている。このような例をもとに，

生体膜表層でどのような量が計測できるのか，何が見えてくるのか，これまで計測できなかった

量が得られるのか，といったことを議論したい。 
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Figure 1: 高速オン伝導顕微鏡で撮影した生細胞の形状マップと弾性マップ 
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